
鹿
沼
市
西
沢
町
の
、
の
ど
か

な
通
り
沿
い
に
佇
む
「
ま
ま
ご

と

屋

あ

さ

野

」

。

店

主

の

浅
野
修
司
さ
ん
は
、
鹿
沼
市
口

あ

さ

の

し

ゅ

う

じ

粟
野
の
ご
出
身
。
18
歳
で
料
理

の
道
に
進
み
、
東
京
で
20
年
の

修
業
を
経
て
、
昨
年
帰
郷
さ
れ

ま
し
た
。
「
戻
っ
て
き
て
く
れ

て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
み
ん

な
で
お
か
え
り
っ
！
と
言
え
た

ん
で
す
」
と
話
す
の
は
浅
野
さ

ん
の
ご
友
人
。
地
元
の
人
達
が

ど
れ
ほ
ど
帰
り
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
か
が
伝
わ
り
ま
す
。

浅
野
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、

「
人
に
寄
り
添
う
味
」
。
こ
の

土
地
に
馴
染
む
柔
ら
か
な
味
付

け
と
丁
寧
な
手
仕
事
が
食
べ
終

わ
り
が
惜
し
く
な
る
一
皿
を
生

み
出
し
ま
す
。
名
物
の
「
鯛
め

し
御
膳
」
（
※
写
真
右
下
）
は
、

鯛
の
旨
味
と
上
品
な
出
汁
が
調

和
し
た
逸
品
で
口
に
運
ぶ
た
び

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

更
に
こ
の
お
店
を
彩
る
の
は

奥
様
、
幸
美
さ
ん
の
お
も
て
な

ゆ

き

み

し
。
笑
顔
と
行
き
届
い
た
接
客

は
訪
れ
る
人
の
心
を
和
ま
せ
ま

す
。
味
・
手
仕
事
・
人
と
調
和

さ
れ
た
「
ま
ま
ご
と
屋
あ
さ
野
」

に
「
ま
た
来
た
い
」
と
自
然
に

足
が
向
く
、
そ
ん
な
魅
力
あ
ふ

れ
た
食
事
処
は
、
ま
る
で
「
た

だ
い
ま
。
ま
た
来
た
よ
」
と
言

い
た
く
な
る
お
店
で
す
。
貴
方

も
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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㈱瀬谷新聞店 せやＴＯＷＮ編集室
〒322-0036 鹿沼市下田町1-1021-20

TEL：0289-60-2855 FAX：0289-64-7255 URL：https://www.seyashinbun.com/

▼
ご
希
望
の
番
号
を
１
つ
と
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
感
想
等
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
日
祝

日
を
除
く
10
時
～
17
時
ま
で
は
お
電
話
で
の
お
申

し
込
み
も
可
。
▼
申
し
込
み
締
め
切
り
７
月
末
日

必
着
▼
当
選
者
に
は
担
当
者
が
お
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
※
当
店
よ
り
新
聞
を
ご
購
読
い
た

だ
い
て
い
る
方
の
中
か
ら
１
世
帯
１
口
で
の
応
募

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
「
ま
ま
ご
と
屋
あ
さ
野
」

１
０
０
０
円
商
品
券

▼
抽
選
３
名

【
By
瀬
谷
新
聞
店
】
※
当
選
チ
ケ
ッ

ト
と
引
き
換
え
に
ご
利
用
く
だ
い

（
注
）
お
つ
り
は
で
ま
せ
ん
。

image

鹿沼市を拠点に活動する「人形劇団くぐつ」。主宰の小川
守さんは、人形劇や朗読を通じて、日本語の美しさと物語の
力を次の世代へと手渡しています。東京で舞台芸術を学び、
鹿沼市に拠点を移してから約四半世紀。古典や民話を題材に
した作品を、子どもたちに限らず大人や広い地域の方々にも
届けてきました。「昔話や詩には、人が生きるための知恵や
祈りが込められている。それを多くの人に届けたい」と小川
さんは語ります。その手で操る人形、丁寧に紡がれる言葉に
は、深い愛情と豊かな経験がしっかりと宿っています。人形
劇は単なる娯楽ではなく、表現者の手を通じて物語が新たに
息を吹き返します。後世にしっかりと受け継いでいきたい、
かけがえのない文化として生き続けます。小川さんは今もな
お「やりたい！挑戦したい！」にあふれており、その変わら
ない想いは、これからの世代へ文化を繋いでいく力になって
います。 次回はネイチャー松本さんです

フレンズ vol. １５３

小川 守 さん
おがわ　まもる

昭和31年12月25日（A型）

鹿沼市西沢町348
☎ 0289-74-5788・Ⓟ８台可
定休日 水曜日（臨時休業あり）
11:30-14:00／16:30-20:30

（LO：20:00）

※「鯛めし御前」２名様～は前日迄に要予約

← Instagram

２０２５年９月13日（土）９：20 ～ 14：00

鹿沼東高校校舎・体育館

鹿沼東高校の

文化祭、東稜祭が
とうりょうさい

秋風が心地よい季節
９月13日（土）に
開催されます！

今年のテーマは「花様年華」。生徒た
か よ う ね ん か

ちが心を込めて準備した個性と創造性
あふれる一日をぜひお楽しみください。

展示や発表、ステージ発表など、見ど
ころ盛りだくさん！ 皆様のご来場を
生徒一同、心よりお待ちしております。

（鹿沼東高生徒会・放送部）

鹿沼東高・東陵祭開催します
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鹿沼警察署 ☎（６２）０１１０

音楽×朗読劇×プラネタリウム
〜星の海シリーズvol1〜

『夜光貝のひかり』

2025年8月30日(土)
昼の部13:30〜15:00
夜の部16:30〜18:00

●場所
かぬまケーブルテレビホールプラネタリウム

●料金
前売券1000円当日券1500円

小学生以下無料
●チケットネット発売日
７月１０日２２時〜

(かぬまケーブルテレビホール窓口にてもお取り扱い有り
７月１４から前売り券販売予定)

夜
の
部

昼
の
部

チケットのご予約

はこちらから


